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は
じ
め
に

佐
渡
島
で
は
、
歌
舞
伎
、
能
、
狂
言
な
ど
伝
統
芸
能
が
古
く

か
ら
地
域
の
文
化
と
し
て
育
ま
れ
、
継
承
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し、

1
9
6
0
年
代
（
昭
和
お
i
お
年
）
に
か
け
て
の
、
い
わ

ゆ
る
高
度
経
済
成
長
期
を
境
に
佐
渡
島
の
人
口
が
急
速
に
減
少

し
、
そ
の
た
め
、
伝
統
芸
能
を
受
け
継
ぐ
後
継
者
が
不
足
し
、

そ
の
維
持
さ
え
困
難
な
状
況
に
陥
っ
た
。
現
夜
で
も
、
毎
年
千

人
の
人
口
が
減
り
続
け
て
い
る
。

こ
の
後
継
者
難
に
直
面
し
た
佐
渡
島
で
長
年
に
亘
っ
て
小

中
学
校
の
教
師
た
ち
が
地
域
の
持
つ
力
を
生
か
し
、
島
内
各
地

域
に
残
る
優
れ
た
伝
統
芸
能
を
学
校
に
取
り
込
ん
で
、
こ
れ
を

受
け
継
ぐ
子
ど
も
の
教
育
（
育
ち
）
を
す
す
め
て
き
た
。
そ
の

．司令 ‘ー ー・・今.....

実
銭
に
つ
い
て
若
干
触
れ
、
そ
れ
が
可
能
と
な
る
教
育
諸
条
件

の
う
ち
学
校
規
模
に
絞
っ
て
考
察
し
て
み
た
い
。
大
規
模
校
に

は
佐
渡
島
の
よ
う
な
伝
統
芸
能
を
と
り
い
れ
る
実
践
は
指
導
者

の
有
無
だ
け
で
も
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

地
域
の
伝
統
:z:;:' 

能
を
学
校
教
育
活
動

生
か
す

研
究
所
は
こ
こ
数
年
、
佐
渡
の
大
合
併
に
と
も
な
う
学
校
統

廃
合
問
題
と
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
研
究
視
点
と
し
て
地
域

と
学
校
が
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
き
、
子
ど
も
の
成
長
発
達
を
促

し
て
き
た
か
、
そ
の
問
題
を
追
究
し
て
い
る
（
『
に
い
が
た
の

教
育
情
報
』

1
0
1
号、

1
0
3
号
に
収
録
）
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
、
地
域
の
伝
統
芸
能
を
地
域
と
学
校

と
結
ん
で
子
ど
も
た
ち
に
伝
承
し
て
い
る
事
例
の
い
く
つ
か
を



紹
介
し
て
み
よ
う
。

地域の予どもをゆ定か巴育てる敏師の働く条件

片
野
尾
の
「
子
ど
も
歌
舞
伎
」

長
ら
く
途
絶
え
て
い
た
片
野
尾
歌
舞
伎
は
、
地
元
の
経
験
豊

富
な
古
老
た
ち
の
尽
力
で
「
手
や
つ
く
り
文
化
の
歌
舞
伎
」
と
し

て、

1
9
7
8
（
昭
和
問
）
年
、
復
活
公
演
に
成
功
し
た
。
そ

の
後
の
「
大
人
歌
舞
伎
」
の
公
演
を
見
た
、
片
野
尾
小
学
校
長

は
、
子
ど
も
た
ち
に
人
前
で
の
発
表
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い

と
思
い
立
ち
、
制
（
昭
和
町
）
年
文
科
省
の
学
習
指
導
要
領
改

訂
で
導
入
さ
れ
た
「
ゆ
と
り
」
の
時
間
に
「
子
ど
も
歌
舞
伎
」

を
と
り
い
れ
た
。

演
目
お
よ
び
配
役
は
、
担
任
、
校
長
、
教
頭
、
保
存
会
が
話

し
合
い
で
決
め
、

5
・
6
年
の
児
童
た
ち
（
9
人
）
が
6
1
7

時
限
に
練
習
す
る
。

1
9
8
1
（
昭
和
同
）
年
以
降
、
「
大
人

歌
舞
伎
」
と
隔
年
に
実
施
。
一
の
谷
ふ
た
ば
軍
記
、
須
磨
の
浦

の
段
、
絵
本
太
閤
記
、
尼
崎
庵
室
の
場
な
ど
の
演
目
を
同
小
学

校
体
育
館
で
2
0
0
1
（
平
成
問
）
年
、
両
津
市
前
浜
小
学
校

に
統
合
す
る
ま
で
公
演
を
続
け
た
。

1
9
8
5
（
昭
和

ω）
年
、

両
津
市
で
開
か
れ
た
「
全
日
本
子
ど
も
の
た
め
の
舞
台
芸
術
祭
」

特
別
記
念
公
演
で
は
、
人
間
国
宝
・
大
会
会
長
の
中
村
歌
右
衛

門
さ
ん
と
共
演
す
る
機
会
も
あ
っ
た
。

岩
首
小
・
野
浦
小
と
と
も
に
前
浜
中
学
校
に
入
学
す
る
片
野

尾
小
の
生
徒
は
、
挨
拶
や
返
事
が
よ
く
人
前
で
堂
々
と
話
が
出

来
、
こ
の
歌
舞
伎
学
習
を
体
験
し
た
児
童
の
世
代
の
多
く
は
、

地
元
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

小
倉
の
「
子
ど
も
鬼
太
鼓
」

小
倉
地
区
の
鬼
太
鼓
が
消
滅
の
危
機
に
あ
っ
た
1
9
7
4

（
昭
和
制
）
年
当
時
、
小
倉
小
学
校
の
一
女
教
師
が
伝
承
芸
能

を
残
そ
う
と
地
域
に
提
起
し
、
保
護
者
で
も
あ
る
大
人
鬼
太
鼓

の
メ
ン
バ
ー
の
協
力
を
得
て
、
子
ど
も
た
ち
が
練
習
に
励
む
よ

う
に
な
っ
た
。
同
年
地
区
の
新
嘗
祭
当
日
、
近
く
の
物
部
神
社

に
子
ど
も
鬼
太
鼓
（
3
・

4
年
生
）
を
奉
納
し
た
。
新
潟
日
報

に
も
報
道
さ
れ
る
な
ど
地
区
の
評
判
と
な
り
、
学
校
と
し
て
正

式
に
教
育
課
程
に
位
置
づ
け
放
課
後
の
課
外
活
動
と
し
て
鬼
太

鼓
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

子
ど
も
鬼
太
鼓
は
、
赤
鬼
・
青
鬼
2
匹
の
鬼
が
笛
と
太
鼓
に

合
わ
せ
て
向
か
い
合
っ
て
勇
壮
に
舞
い
聞
に
面
を
つ
け
な
い

子
ど
も
が
助
っ
人
と
し
て
踊
る
。
夏
休
み
、
赤
泊
海
岸
で
の
鬼

太
鼓
合
宿
な
ど
で
、
厳
し
く
指
導
さ
れ
て
も
、
「
大
き
く
な
っ

た
ら
、
と
う
じ
え
む
（
屋
号
）
の
あ
ん
ち
ゃ
ん
（
兄
さ
ん
）
み

た
い
に
踊
り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
自
分
を
支
え
る
。
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そ
の
後
、
「
総
合
的
学
習
時
間
」
も
活
用
さ
れ
、
現
在
、
年

間
を
通
し
て
月
2
回
の
練
習
を
教
育
課
程
内
の
時
間
と
、
時
間

外
（
土
曜
日
）
を
あ
て
鬼
太
鼓
育
成
会
と
教
職
員
が
協
力
し
て

実
施
し
て
い
る
。

1
9
7
5
（
昭
和
印
）
年
以
来
、
小
倉
例
祭
で
の
物
部
神
社

奉
納
、
地
区
文
化
祭
、
安
寿
天
神
祭
、
長
谷
観
音
祭
な
ど
数
多

く
出
演
し
て
い
る
。

宮
内
野
の
「
蔦
流
狂
言
」

1
9
7
9
（
昭
和
日
）
年
、
蔦
流
狂
言
が
伝
承
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
狂
言
に
関
す
る
専
門
家
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
、
当
時
の

真
野
町
教
育
委
員
会
を
中
心
に
保
存
・
後
継
者
育
成
に
力
を
注

ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
真
野
中
学
校
で
は
、

1
9
8
1

（
昭
和
問
）
年
「
郷
土
の
芸
能
を
学
ぽ
う
」
と
、
教
育
委
員
会

に
働
き
か
け
て
、
講
師
（
遠
藤
信
一
・
若
林
義
太
郎
両
氏
）
を

招
き
、
必
修
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
「
蔦
流
狂
言
ク
ラ
ブ
」
を
発

足
さ
せ
た
。

そ
の
後
、

2
0
0
2
（
平
成
日
）
年
、
学
習
指
導
要
領
の
改

訂
に
よ
っ
て
、
「
総
合
的
学
習
時
間
」
が
設
け
ら
れ
、
必
修
ク

ラ
ブ
が
な
く
な
っ
た
。
「
蔦
流
狂
言
ク
ラ
ブ
を
な
く
さ
な
い
で
」

と
の
生
徒
の
声
を
受
け
、
教
職
員
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
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「
総
合
郷
土
」
と
し
て
、
文
弥
人
形
、
和
太
鼓
、
竹
細
工
等
を

加
え
て
存
続
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
無
論
、
地
元
の
優
れ
た

指
導
者
の
協
力
を
得
て
の
こ
と
で
あ
る
。

蔦
流
狂
言
を
選
択
し
た
生
徒
は
、

3
年
間
継
続
し
て
学
び
、

学
校
の
文
化
祭
、
「
総
合
郷
土
」
発
表
会
を
始
め
、
真
野
地
区
芸

能
祭
、
高
校
の
芸
能
祭
な
ど
に
上
演
す
る
。
関
東
甲
信
越
代
表
と

し
て
出
場
し
た
「
全
国
子
ど
も
民
俗
芸
能
大
会
」
で
は
、
上
演

中
に
演
技
に
反
応
し
て
、
会
場
か
ら
一
斉
に
大
き
な
笑
い
と
拍

手
に
包
ま
れ
、
学
校
な
ど
の
発
表
会
で
は
考
え
ら
れ
な
い
体
験

を
味
わ
っ
た
。
高
校
に
進
学
し
た
生
徒
の
中
に
は
、
学
校
を
説

得
し
狂
言
ク
ラ
ブ
を
新
設
さ
せ
る
ほ
ど
の
卒
業
生
も
現
れ
た
。

高
干
の
「
文
弥
人
形
」

佐
渡
市
立
高
千
中
学
校
（
旧
相
川
町
）
は
、

1
9
8
2
（昭

和
訂
）
年
、
文
弥
人
形
芝
居
の
盛
ん
な
矢
柄
地
区
に
位
置
す
る

外
海
府
中
学
校
と
学
校
統
合
し
た
。
そ
の
外
海
府
中
学
校
で
は

統
合
前
の
1
9
6
6
（
昭
和
行
）
年
、
当
時
の
教
頭
と
教
員
の

発
案
で
矢
柄
地
区
の
伝
統
芸
能
「
文
弥
人
形
」
を
継
承
さ
せ
よ

う
と
、
文
弥
人
形
遣
い
、
「
矢
柄
繁
栄
座
」
に
協
力
を
お
願
い

し
て
、
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
と
し
て
創
立
さ
れ
た
。

こ
の
文
弥
人
形
の
ク
ラ
ブ
は
、
統
合
後
の
高
千
中
学
校
に
引
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き
継
が
れ
、
現
在
「
総
合
的
学
習
時
間
」
に
コ

l
ス
選
択
と
し

て
伝
統
芸
能
「
文
弥
人
形
」
を
設
定
し
て
い
る
。
原
則
と
し
て

3
年
間
継
続
し
て
所
属
し
、
遣
い
の
配
役
は
3
年
生
を
中
心
に

生
徒
た
ち
が
決
め
、
「
語
り
」
と
三
味
線
の
入
っ
て
い
る
テ
ー

プ
を
流
し
て
練
習
す
る
。
演
目
は
平
常
磐
（
五
条
の
橋
）
、
粟

津
ヶ
原
合
戦
・
巴
御
前
密
戦
の
場
な
ど
。

遣
い
の
指
導
者
と
し
て
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
の
故
演

田
守
太
郎
氏
が
長
年
携
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
後
継
者
が
現
在
指

導
に
当
た
っ
て
い
る
。
人
形
の
操
り
方
や
表
情
の
出
し
方
を
習

い
、
練
習
を
積
み
上
げ
て
い
く
う
ち
に
、
人
形
の
表
情
に
変
化

が
現
れ
て
く
る
。
こ
の
表
現
力
が
備
わ
っ
て
く
る
と
生
徒
た
ち

は
意
欲
的
に
な
る
が
、

2
1
3
人
で
操
る
共
同
行
為
だ
か
ら
、

呼
吸
が
合
わ
な
い
と
う
ま
く
ゆ
か
な
い
。
こ
の
成
果
は
、
高
千

芸
能
祭
、
文
化
祭
、
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
相
川
芸
能

祭
な
ど
に
披
露
す
る
。

遣
の

毎
花
を
学
校

取

込
め
た

喜

こ
の
よ
う
に
、
郷
土
に
根
付
く
芸
能
文
化
を
地
域
に
働
き
か

け
、
学
校
教
育
に
取
り
組
ん
で
伝
統
芸
能
を
継
承
す
る
子
ど
も

た
ち
を
育
て
て
き
た
。
そ
の
背
景
を
探
っ
て
み
よ
う
。

〈

1
）
恵
ま
れ
た
自
然
と
豊
か
な
伝
統
文
化

佐
渡
島
は
、
そ
の
面
積
が
東
京
お
区
の
約
1
・5
倍
の
8
5
4

K
2
m、
離
島
で
は
沖
縄
本
島
に
次
い
で
2
番
目
に
大
き
い
島
で

あ
る
。
中
央
に
国
中
平
野
を
は
さ
ん
で
、
北
に
大
佐
渡
山
脈
、

南
に
小
佐
渡
山
脈
が
縦
走
し
て
い
る
。
対
馬
海
流
の
影
響
で
温

暖
で
あ
り
、
植
物
の
境
界
線
と
さ
れ
る
北
緯
お
度
線
が
島
の
中

央
を
横
切
る
こ
と
か
ら
、
日
本
の
南
限
と
北
限
の
植
生
が
分
布

し
、
「
花
の
島
」
ま
た
は
「
日
本
の
縮
図
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
美

し
い
海
岸
線
や
森
林
、
田
園
風
景
な
ど
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

て
い
る
。
古
く
か
ら
の
史
跡
な
ど
歴
史
的
文
化
遺
産
も
数
多
く
残
っ
て

お
り
、
ど
の
地
域
で
も
伝
統
芸
能
、
工
芸
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

能
（
独
立
型
の
能
舞
台
担
、
狂
言
、
歌
舞
伎
、
人
形
芝
居
（
文

弥
人
形
・
説
教
節
・
の
ろ
ま
人
形
）
、
鬼
太
鼓
（
1
2
0
組
）
な

ど
豊
か
な
伝
統
芸
能
が
引
き
継
が
れ
、
佐
渡
島
で
生
き
る
人
々

の
郷
土
愛
や
意
欲
を
育
ん
で
き
た
。

学
校
の
周
辺
で
は
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
風
土
と
、
古
く
か
ら

の
伝
統
芸
能
が
、
年
間
を
通
し
て
各
集
落
の
神
社
の
祭
礼
で
の

奉
納
や
、
地
区
の
芸
能
祭
な
ど
で
行
わ
れ
て
き
た
。

〈

2
）
小
中
学
校
の
学
級
規
模
の
推
移

次
に
、
教
育
を
す
す
め
る
学
校
の
規
模
は
ど
う
か
。
第
l
i
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4
図
は
、
佐
渡
の
小
・
中
学
校
の
学
級
規
模
別
校
数
の
割
合
を

高
度
経
済
成
長
期
の
始
ま
る

1
9
6
0
（
昭
和
白
）
年
以
後
、

新
潟
県
の
そ
れ
と
比
較
を
試
み
た
［
過
小
規
模
校
（
小
・

5
学

級
以
下
、
中
・

2
学
級
以
下
）
、
小
規
模
校
（
小
・

6
1
H
学
級
、
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中
・

3
1
H
学
級
）
、
適
正
規
模
（
小
・
中

U
1
U
学
級
）
、
大
規

模
校
（
小
・
中
間
i
m
学
級
）
、
過
大
規
模
校
（
小
・
中
幻
学
級

以
上
〉
は
文
科
省
の
学
級
規
模
区
分
に
よ
る
（
分
校
を
除
く
）
］
。

佐
渡
島
の
小
学
校
の
学
級
規
模
は
、

5
学
級
以
下
の
過
小
規

佐渡島中学校の学級規槙別校数割合
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i也繊の子どもをゆ定か巴育てる教師の働く条件

模
校
と
6
1
H学
級
の
小
規
模
学
級
合
わ
せ
て
約
8
割
前
後
の

校
数
で
あ
り
、

2
0
0
0年
以
降
は
9
割
を
占
め
る
。
新
潟
県

の
そ
れ
は
7
割
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。

一
方
中
学
校
は
、

2
学
級
以
下
の
過
小
規
模
と
3
1
H学
級

規
模
の
校
数
を
合
わ
せ
、

1
9
9
0年
ま
で
9
割
で
あ
り
、
そ

れ
以
降
は
1
0
0
%
で
あ
る
。
新
潟
県
は
全
体
と
し
て
2
学
級

規
模
は
少
な
く
、

3
1
H学
級
は
6
割
前
後
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
佐
渡
は
小
中
学
校
と
も
過
大
学
級
と
い
わ
れ
る
幻
学

級
規
模
の
学
校
は
、
少
な
く
と
も
1
9
6
0
（
昭
和
初
）
年
以

降
は
存
在
し
な
い
。

新
潟
県
全
体
の
小
中
学
校
の
学
級
規
模
か
ら
見
て
、
佐
渡
は

小
・
中
学
校
と
も
小
さ
な
規
模
の
学
校
で
あ
り
、
子
ど
も
対
教

師
の
比
率
を
比
較
す
れ
ば
恵
ま
れ
た
教
育
環
境
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
佐
渡
島
の
一
学
級
当
た
り
の
児
童
数
と
生
徒
数
お

よ
び
教
員
一
人
当
た
り
の
児
童
・
生
徒
数
を
年
度
別
に
新
潟
県

（
佐
渡
島
も
含
む
）
と
比
較
す
る
と
、
表
ー
に
な
る
（
注
）
。

（
注
）
教
員
一
人
当
た
り
の
児
童
・
生
徒
数
H
児
童
・
生
徒
数
・
一
・

本
務
教
員
数

本
務
教
員
数
は
校
長
・
教
頭
・
教
諭
・
助
教
諭
・
養
護
教

諭
・
栄
養
教
諭
・
講
師
の
計

学級当たりおよび教員一人当たり児童・生徒数

l学級当たり児童・生徒数 教員1人当たり児童・生徒数

小学校 中学校 小学校 中学校

佐渡島 新潟県 佐渡島 新潟県 佐渡島 新潟県 佐渡島 新潟県

1960 36.3 39. 7 41. 8 113. I 31. 1 32. 9 26. 0 27.0 

65 26. 8 32.5 37.9 39. 7 21. 0 26.0 21. 5 23. 7 

70 23. 7 28. 9 31. 5 35. 2 18. 0 22. 5 16. 7 19. 5 

75 23.4 29. 0 28.8 35.0 16. I 21. 5 14. 1 18. 5 

80 22.3 29. 8 27.6 35. 7 15. 0 21. 6 12. 6 18. 7 

85 22. 2 30. 1 28. 2 36. 7 14. 7 21. 5 12. 8 19. 4 

90 21. 5 27. 6 26.0 84. 6 13. 8 19. I 11. 8 18. 3 

05 20. I 26.4 23. 7 32. 8 12. 2 17. 4 IO. 4 16. 7 

2000 17. 6 24. 9 23. 7 32.0 IO. 6 16. 1 9. 7 15. 6 

5 15. 3 23.4 22.6 30. 3 9. 3 15. 4 9. 3 13. 7 

10 15. 0 22. 2 HJ. 6 28. 3 8. 9 14. 5 8. I 12. 7 

表l
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最
初
に
、
一
学
級
当
た
り
の
児
童
数
は
、

1
9
6
0
（
昭
和

白
）
年
当
時
、
佐
渡
島
は
、
す
で
に
県
平
均
よ
り
少
な
く
鉛
・

3
人
で
あ
り
、
常
に
県
の
児
童
数
よ
り
下
回
っ
て
推
移
し
て
い

る。

2
0
1
0
（
平
成
幻
）
年
で
は
、
そ
の
差
7
・
2
人
で
あ

る
。
中
学
校
も
同
様
に
県
全
体
よ
り
少
な
い
。

ま
た
、
教
員
一
人
当
た
り
の
児
童
・
生
徒
数
も
、
県
全
体
と

比
較
し
て
少
な
く
、
し
か
も
年
々
県
と
の
差
が
開
き
、
よ
り
少

な
い
人
数
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

児
童
・
生
徒
数
の
少
な
い
学
級
は
、
教
師
は
「
ゆ
と
り
」
を

も
っ
て
児
童
・
生
徒
の
指
導
に
あ
た
れ
る
。
久
富
論
文
（
打
i

M
頁
）
が
指
摘
し
て
い
る
教
員
の
長
時
間
超
過
密
労
働
を
強
い

ら
れ
て
い
る
現
在
と
は
違
い
、
少
な
く
と
も
、
地
域
の
伝
統
的

芸
能
文
化
を
学
校
が
取
り
入
れ
始
め
た
昭
和
羽
年
代
か
ら
初
年

代
に
か
け
て
、
教
師
の
ゆ
と
り
が
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深

め
、
優
れ
た
郷
土
の
文
化
を
学
校
教
育
に
生
か
し
、
現
在
ま
で

継
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
背
景
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

3
、
ま
と
め

以
上
の
よ
う
に
、
佐
渡
島
の
優
れ
た
伝
統
文
化
と
こ
れ
を
地

域
と
共
同
し
て
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
き
た
そ
の
背
景
を
考
察

し
て
き
た
。
小
さ
な
学
佼
の
児
童
・
生
徒
は
、
主
人
公
と
な
る

70 

多
く
の
出
番
が
あ
る
。
伝
統
芸
能
を
受
け
継
ぎ
、
地
区
の
例
祭
、

芸
能
祭
な
ど
で
上
演
す
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
だ
。
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
上
手
に
演
じ
評
価
さ
れ
る
う
れ
し
さ
は
、
明
日
へ
の

励
み
と
な
り
、
人
間
的
成
長
に
結
び
つ
く
。

そ
し
て
、
地
域
と
結
び
つ
い
た
教
育
活
動
を
可
能
と
し
、
展

開
で
き
る
の
は
、
教
師
一
人
当
た
り
の
児
童
生
徒
数
が
少
な
い

方
が
、
優
れ
た
教
育
環
境
で
あ
る
こ
と
を
、
佐
渡
の
伝
統
芸
能

の
教
育
実
践
が
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
教
育
実
践
を
成
立
さ
せ
る
諸
条
件
は
多

岐
に
わ
た
り
、
そ
の
す
べ
て
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

し
か
し
、
小
規
模
な
学
校
で
教
師
に
自
由
が
あ
り
、
地
域
の
人

の
協
力
を
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
あ
げ
た
佐
渡
の
よ
う
な

実
践
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
今
日
い
っ
そ
う
求
め
ら

れ
て
い
る
学
校
教
育
再
生
の
道
で
あ
る
。

［
参
考
資
料
］

・
『
か
ざ
し
ま
』

佐
渡
市
立
片
野
尾
小
学
校
閉
校
記
念
誌
（
平
成
問
年
3
月）

．
「
片
野
尾
歌
舞
伎
公
演
年
度
別
実
績
表
」

片
野
尾
歌
舞
伎
保
存
会
（
平
成
川
年
4
月）

『
小
倉
子
ど
も
鬼
太
鼓
お
年
お
よ
び
お
年
の
あ
ゆ
み
』



地域のミ子どもをゆ定か巴育てる毅師の働く条件

畑
野
町
立
小
倉
小
学
校
（
平
成
ロ
・
げ
年
）

．
真
野
中
学
校
の
鷺
流
狂
言
に
つ
い
て

佐
々
木
卓
郎
（
『
佐
渡
地
理
誌
研
究
』

7
号
2
0
0
9
年
同
月
）

．
『
佐
渡
蔦
流
狂
言
研
究
会
の
あ
ゆ
み
』

佐
渡
蔦
流
狂
言
お
周
年
記
念
誌
（
平
成
問
年
3
月）

．
『
と
き
の
島
よ
り
こ
ん
に
ち
は
』

学
校
図
書
（
2
0
0
6
年
7
月）

．
「
新
潟
県
統
計
年
鑑
」

新
潟
県
企
画
調
整
部
統
計
課
（
1
9
6
0
1
2
0
1
1
年）

．
「
学
校
要
覧
」

新
潟
県
教
育
委
員
会
（
1
9
6
0
i
2
0
1
0
年）

（
う
ち
ゃ
ま
ゅ
う
へ
い
・
研
究
所
事
務
局
長
）

久
々
の
上
京

久
々
に
上
京
し
た
。

J
R
東
京
駅
の
構
内
は
、
何
時
行
っ

て
も
ど
こ
か
で
工
事
を
し
て
い
て
戸
惑
う
こ
と
が
多
い
。
お

ま
け
に
こ
の
日
は
山
手
線
で
事
故
が
あ
っ
た
と
か
、
通
勤
時

間
帯
に
は
聞
が
あ
る
の
に
通
路
は
ご
っ
た
返
し
て
い
た
。
人

波
を
掻
き
分
け
て
よ
う
や
く
中
央
線
の
ホ
！
ム
に
上
が
り
、

発
車
寸
前
の
快
速
電
車
に
跳
び
乗
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
満
席
で

あ
っ
た
。
新
宿
ま
で
日
分
、
昔
乗
り
な
れ
た
路
線
だ
か
ら
立
っ

た
ま
ま
で
も
別
に
苦
痛
で
は
な
い
。
右
手
で
吊
革
に
ぶ
ら
下

が
り
左
手
で
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
グ
を
腰
の
と
こ
ろ
で
支
え
て
、

前
に
座
っ
た
女
性
の
肩
越
し
に
車
窓
を
眺
め
て
揺
ら
れ
て
い

た
。
す
る
と
隣
の
男
が
す
っ
と
立
っ
て
、
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
な

が
ら
「
ど
う
ぞ
」
と
席
を
空
け
て
く
れ
た
。
四
十
代
く
ら
い

の
着
馴
れ
た
ス
！
ツ
姿
で
分
厚
い
封
筒
を
抱
え
て
い
る
。
思

わ
ず
「
大
丈
夫
で
す
」
と
は
答
え
た
が
、
後
は
ひ
ょ
う
ひ
ょ

う
と
吊
革
に
4

ま
っ
て
い
る
男
の
好
意
に
甘
え
て
腰
掛
け
た
。

ふ
だ
ん
の
研
究
所
へ
の
行
き
帰
り
、
か
な
り
混
ん
だ
電
車

に
乗
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。
期
待
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
け
れ
ど
も
、
羽
越
線
で
は
こ
こ
数
年
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
、
私
に
と
っ
て
は
ひ
と
つ
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
（
か
た
）
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